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Nexus‐KAN SC 
members 2018〜

Nexus KAN: Water-Energy-Food Nexus
Nexus KANS (1): 7 GRPs (Water Future, GLP, ESG, iHOPE, IRG, ecoSERVICES, bioGENESIS) 

(2): 4 KANs (Ocean, SDG, Transformations, Finance &Economic)

女性：6/8
Global South: 4/8
非研究者: 4/8

Nexus KAN SC の活動内容
 毎月1回：webinar
 年１回：face to face meeting
 Nexus に関するfunding‐>Open Network
 Global Hub / Regional Centerとの連携
 Nexus 地域比較(EU, Asia, NA, Africa）
 GRPsとの連携
 Belmont Forum Nexus 
 Knowledge Action ‐> Show case
 Joint report/papers
 Nexus Journal 準備中



 国際的競争資金の獲得
 国際学会（AGU, EGU等)でのsession 

convenersなどによるvisibilityの向上

Nexus KAN: Water-Energy-Food Nexus
日本の学術コミュニテイへの貢献



学術誌との連携

持続可能な消費と生産システム (SSCP) KAN
持続可能な消費と生産システムに関する知と実践のネットワーク

● 運営委員会:  23 名 (内日本在住3名）

● メンバー登録：180名 (内日本在住15名）

● ６ワーキンググル－プ (内日本在住5名）
1. 持続可能な消費と生産の政治経済学

2. 都市における持続可能な消費と生産

3. 消費主義を超えた社会の変化

4. 持続可能な消費と生産のためのコミュニケーション

5. グローバルバリューチェーン

6. 循環経済

日本における研究ネットワーク

● グローバルな研究アジェンダの形成
● 国際的に活躍する研究者との交流

● 国際シンポジウムや大規模なウェビナーを
通じた大規模なオーディエンスへのリーチ

● 著名雑誌での共著発表（特に若手研究者）
● 国際的研究公募に参加

KANやFuture Earthへの参加が日本
の研究者にもたらす新たな機会

関連プロジェクト

新しい CRA
2022年に公募

日本の学術コミュニテイへの貢献



社会のパートナーとの研究共創

SSCP KAN: 日本の学術コミュニテイのプレゼンス向上

Future Earth事務局長 国連 持続可能
な開発目標に関するハイレベル政治
フォーラム（UN HLPF）にて、SSCP KAN
の 研 究 に 基 づ き SDG12 に 関 し 発 表
（2018.7.12 ニューヨーク）

第6回Future Earth in Asia国際ワークショップ
「アジアの持続可能な消費を考える」
京都大学 Future Earth研究推進ユニットと共催
（2018.1.15 京都）

国連機関・政策へのインプット

第 4 回 U N E n v i r o n m e n t
Assembly にてFuture Earth
ドイツ委員会とイベント共催
（2019.3.11 ナイロビ）

● セミナー「なぜSCPはSDGsの達成に不可欠なのか」(2020年2月、地球研。 IGES、
京都大学、同志社大学他より参加者30超名)

● 第6回 Future Earth Asiaワークショップ「アジアにおける持続可能な消費と生産」
(2018年1月、京都大学・地球研。参加者計00超名）

● 第4回世界社会科学フォーラム（2018年9月、福岡。SCP関連５セッション実施）

SSCP KAN 主要イベント



Risk KAN

Risk KANの目的：
・気候変動や異常気象のリスクに関する世界的な知を創出する
・学術的アプローチを統合して複雑でシステミックなリスクに取り組む
・関連する学術コミュニティーに開かれたプラットフォームを提供する

３つの組織による合同イニシアティブ



Risk KANの組織：
・運営委員会 １７名（内日本から１名）
・９つのワーキンググループ（日本からの参加者含む）
Compound Events and Impacts
Learning from the past
Early Warning
Ecosystem-based approaches to DRR
Low elevated coastal zones and cities
Critical infrastructures
Metabolic Risk on Islands
Systemic risks and global governance
Modelling and insurance
新たに追加の動きもあり

Risk KANの活動：
・参加者を募集中！
・AGUやEGUでのセッション企画

（日本からの企画・発表も）
・ウェビナー・シリーズ（~13回）



持続可能な消費と⽣産のシステムに関する知と実践のネットワーク

Knowledge-Action Networks
（KANs/「知と実践のネットワーク」）

Systems of Sustainable Consumption 
and Production Knowledge-Action 
Networks（SSCP KAN/ 持続可能な消費と
⽣産のシステムに関する知と実践のネットワーク）

✓ 持続可能な消費と⽣産に対する体系的な
取り組みをより促進するため、
研究者コミュニティと⽣産や消費に関わる
ステークホルダーとの連携を強化することを
⽬的とする。

✓ 国連でのハイレベル政治フォーラムにおいて
SSCP KANの研究成果に基づき
Future Earth Amy Luers事務局⻑が
プレゼンを実施（2017年）。

✓ ベルモント・フォーラム(環境変動に関する研究⽀援を⾏う
世界各国の研究⽀援機関)における公募内容の
ホワイトペーパーを作成（2019年）。

✓ 地球研がSSCP KANの
国際ネットワークの中核機関として機能

✓ 社会のステークホルダーと
研究者コミュニティが協働して研究活動を
実⾏する研究の仕組み。

✓ 持続可能な未来に向けて、社会課題の解決に
資する知を⽣み出すことを⽬指す。

✓ 9つのテーマでネットワークを⽴ち上げ
⾷料･⽔･エネルギーネクサス/ 海洋 /
⾃然資源/都市 /健康 /⾦融と経済 /
持続可能な消費と⽣産 /脱炭素化/
極端現象とリスク

→ Future Earthが2025年までに
解決すべき課題へ取り組むため、
社会との関わりを重視した研究活動を展開

持続可能な発展への取組み・枠組みへの科学的貢献を⾏う
Future Earthのアジア地域センターが地球研に設置されており、
ネットワークを⽣かしてSDGsへの取組みを地球規模で展開。

Future Earth（持続可能な地球社会の実現を
めざす国際協働研究プラットフォーム）




